
　　

　　　〒６８９－０５１４ 日付 曜日 行　事　名

　　　鳥取市青谷町山根２１８ 1 火

　　　☏　８６－０８３６　　ＦＡＸ　８６－０８３７ 2 水

3 木 　ターミーさんのいきいき健康教室

　　　日置地区公民館  令和 ２ 年８月２５日　発行 4 金 　婦人がん検診

5 土 　まめな会

6 日

7 月 　まち協「防災部会」

8 火

9 水

10 木
　秋に野菜づくり教室
　まち協「木曜会」

11 金 　カラオケ教室

　　 12 土 　青谷中学校運動会

13 日
　公民館周辺環境整備
　火災避難・消火訓練

14 月

15 火

16 水

17 木

18 金

19 土
　わしの子「棚田先生の楽書教室」
　わしの子「サイエンススイーツ教室」

20 日

21 月 　敬老の日

22 火 　秋分の日

23 水 　わしの子「体育館で遊ぼう」

24 木

25 金 　カラオケ教室　オカリナ教室

26 土

27 日 　日置地区大運動会（中止）

28 月

29 火

30 水

Ｅｍａｉｌ　ｃｃ-ｈｉｏｋｉ＠it.ｃｉｔｙ.ｔｏｔｔｏｒｉ.tottori.jp

主な内容  ＡＭ９時００分～９時１０分   火災避難訓練 

        ＡＭ９時１０分～９時３０分   消火栓を使った消火訓練 

        ＡＭ９時３０分～１０時３０分  防災倉庫の整備 

 9月 １９日（土） 棚田先生の楽書（書道）教室 

                              サイエンススイーツ教室 

 9月 ２３日（水）  体育館で遊ぼう 

  今年の「ひおき収穫祭＆和紙 

 フェスタ」は中止します 
  

 開催が未定になっていました例年１１月に実施しています「ひおき収穫祭＆和紙フェ

スタ」については、新型コロナ感染防止のため中止させていただくことになりました。 

 早くこのコロナ禍が終息してくれることを祈るばかりです。 

   昨年のひおき収穫祭＆和紙フェスタ 

 先月号でお知らせしたとおり、今年の運動会は中止することになりましたが、

公民館及び体育館、グラウンド等の周辺の環境を維持するため、例年どおり

環境整備作業を実施いたしますのでご協力をお願いします。 

 今回の訓練は、当初予定していた県の講師による防災講演会や各集落自警

団による可搬ポンプによる放水訓練は中止し、規模を縮小してまちづくり協議

会防災部会員が参加する公民館の避難訓練と消火栓を利用した消火訓練に

変更します。 

 また、訓練後に災害時の土嚢用品などを格納する防災倉庫を整備する作業

も実施します。（詳しくはチラシを御覧ください） 

 秋の野菜の育て方や管理を学びましょう。 

 しっかり勉強して、秋から冬の収穫アップ

を！！ 

  

 日 時： ９月１０日（木）  １３時３０分～１５時 

 場 所： 日置地区公民館多目的室 

 講 師： おなじみの西根園芸さんの指導です。 

 定 員： １０名程度   参加費：  無 料 

     （詳しくはチラシをご覧ください)     

 おしゃべりカフェの講師でおなじみのターミーさんの健康づく

り教室を開催します。 

 家でもできる簡単な体操や生活の中のアドバイスなどを教わ

ります。 

 日 時： ９月３日（木）  １０時～１１時３０分 

 場 所： 日置地区公民館多目的室 

 講 師： 佐々木ターミーさん（鹿野町在住） 

 参加費：  無 料 

 定 員： １０名 （密を避けるため、少人数とします） 

     （詳しくはチラシをご覧ください)     

日時：９月１３日（日）ＡＭ８：００～ １時間程度 
      （雨天時は９月２０日（日）に延期します） 

場所：日置グラウンド・体育館、公民館周辺 



　

　

            日置の方言、日置言葉 
 

  私が日置小学校を卒業して青谷中学校に入学（昭和４０年４

月）したときの思い出です。当時の中学校は、青谷町の５つの

小学校の卒業生が一緒になるのですから田舎の日置の子は

特にドキドキです。 

 そうした中で、私が担任の先生と会話するのにクスクスと笑う

クラスメイトがいました。 なぜ笑うのか全く分からないので、隣

の子に尋ねると、「日置の子は先生を呼ぶのに『せんせい』で

はなくて『しぇんしぇい』と言っているからだ」と言うのです。 

 その当時の日置言葉（集落によって若干違うようですが）は、

『せ』は『しぇ』が『ぜ』は『じぇ』が当たり前だったし、小学校では

みんな『しぇんしぇい、しぇんしぇい』と話し、赴任した先生方もそ

れが当たり前ととらえて接してくれていました。 

 中学校生活で一生懸命『せんせい』の発音になれるよう苦労

したことを思い出します。 

 若い人にこんなことを言っても「なにそれっ」と怪訝な返事が

返ってきますよね。今や日置も標準語が当たり前ですが、日置

には日置の昔から受け継がれてきた独自の言葉や方言が沢

山ありました。私のような６０代後半の人間は、会話の中で今

でもちょくちょく方言が出ます。聞き返されて「ごめんごめん、

○○という意味のジゲ言葉ですわ」と通訳が必要になりました。 

 今思い返すと、当時の日置小学校に流れていた柔らかく和や

かな空気は、独自の風土や文化の中で培われてきた歴史だと

思います。 

  消えていく方言や日置弁を年配の人はぜひ家庭や地域で伝

えてほしいし、若い世代も歴史ある文化として心に残してもらい

たいなあと思います。 

 山根の棚田大先生の指導による書道教

室です。 

 基礎練習をしてから、全国ＪＡコンクール

の課題に挑戦しました。 

                                 ３密を避けるため、２日間に分 

                                けて実施しました。 

                                 牛乳パックを利用して六角形 

                                の椅子を作りました。 

 色とりどりの和紙をふんだんに使ってデコレーションした「日置かわいい」椅子が完

成しました。 

 新型コロナの影響で、予定の行事が大幅に少なくなりましたが、「わしの子教室」を中

心に感染防止対策をとりながら事業を展開しました。みんな生き生き頑張ってます。 

 学校が早帰りのこの日、 

体育館で学年の枠をこえて

遊びました。 

 学校が早帰りのこの日、 簡単に作れる寒

天ゼリーづくりを楽しみました。１００％フルー

ツジュースに寒天パウダーを煮て溶かし、そ

れを冷やすだけ。おいしくいただきました。 

 ７月から買い物袋が有料と

なったのを機にエコバッグづ

くり教室を開催しました。 

 講師は江谷陽子さん（気高

町在住）にお願いしました。 

 シュパッとイッキに畳める機

能的なエコバッグが完成しま

した。 


